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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は1週間を通して見ると対米ド
ル、対円で上昇となりました。またトルコの2年国債金
利は低下しました。

11月の消費者物価指数の上昇率は前年同月比で
+12.98％と市場予想を上回りました。一方で、エネル
ギー、食料、飲料、タバコ、金などを除いたコア指数に
ついては、サービス価格の鈍化などを受けて、市場予
想ほどは加速しませんでした。

トルコ金融市場では、コア指数が市場予想を下回る
伸びにとどまったことを好感し、1週間を通して見ると為
替・債券共に堅調に推移しました。

【トルコ・リラ 為替推移】
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（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は、10月経常収支、7-9月期GDP（国内総生産）
などの発表に加えて、14日（現地）には金融政策委員
会の開催が予定されています。事前の市場予想では、
後期流動性貸出金利の引き上げが見込まれています。
引き上げ幅についての予想は分かれているものの、

1％引き上げるとの見方が多くなっています。

引き続きトルコ・リラの動向に注目が集まりやすいと想
定します。足元では金融政策委員会の判断が待たれる
ことからトルコ・リラは落ち着いた動きとなっていますが、
トルコ中央銀行が十分な金融引き締め姿勢を示せるか
が相場を動かす材料になりやすいと考えます。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し

【2017年12月2日～2017年12月8日までの推移】

（2017年11月10日～2017年12月8日）

【トルコ 金利推移】
（2017年11月10日～2017年12月8日）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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